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態／時ハ Schindungデハアリマスガ特ニソレテ頭部脱皮（Scalpierung）ト言 ヒ7 ス。髪
























感生「抑指ハ扶損シ I,III, IV，ノ lt1:ハ黒褐色テ帯ピテ居リ＂ ；！，、。 J
教授「栂指ノアJレペキ所ニハ肉芽面ガアリ JI,I, IV，ハ壊死ニ陥ツテ健康部ヨリ明ラカ－









































繍テ操潤シタLガーゼ寸テ以テ保護ス Jレ事ハ共中ノ細菌ノ繁殖テ促スコトニナリ 7 ス。此ノ
様ナ謹デアリ 7 スカラ植皮榔ノ表面ハ出来Jレダク乾燥ス ｝J.,松ニ、 Eツ組皮鱒ト組織トノ間
4腫液ノi猪溜ガ起ラヌ様ニ一定ノ座テ加へJレト言 フ方針ガ生レテ来タノデアリ 7 ス。 13Pチ
Thiersch民ノ植皮テ行ツタ部分ニハ乾燥綿紗デ趨首ノ座抵繍帯テ施スト言 フコトニナリ
マス。



























































































局リ 7 ス。叉Lコクチグン寸ハ白血球ノ喰’撞作JH テ（特種•j1［：ニモ非特種性ニモ）促進スル作
用／アルコトモ十分ニ誼明サレテ居リ 7 ス。ソレデアリ 7 スカラしコクチゲ〉「軟背テ貼
附シタ側デハ共ノ植皮繍／細胞ハ発疫性テ得テ化膿Ctトシテ葡萄献球菌）ニ打チ勝チテ
増殖スルコトガ出来 7 ス。叉同時ニLコクチゲン「軟膏貼附側テハ喰’臆作用ガ旺盛テ従ツ











ルト言 フコト／属ーハ＆、ズ克疫性テ獲得セネパナリ 7 セン。此ノ鞘カラ言7 トf象メ発疫
シテアJレ皮庸カラ皮瞬テ採取ス Jレカ或ハ皮瞬テ移植シテ直チニ克疫元テ局所ニ作mサセ
Jレ方ガ合理的ナ語ニナリ 7 ス。第2 ノ ft~者ニ御覧ノ：如キ顕著ノ差別ガ起ツタノモ此底／
コトテ、アリ 7 ス。
教授「諸君！ Thiersch氏植皮術デハ表皮鱒ガ化膿デ死誠スルト何ノ役ニモ立チ 7 セン。ソ
レナラ パ創面ガ化膿シテJ,riJI.-ト植皮ト言 フコトガ絶針不可能デアJレカドクカト言フ疑問









可能デアリ 7 ス。此ノ際ニハ化膿ノ中ニ在Jレ表皮市Ill胞ハ一定度ノ 尭疫•l!I: ラ獲得シ、化膿
ニ劉・シテ無感性rnチ発疫性） トナリズンズン新生ス Jレモノト )jへネパナリ 7 セン。此結
カラ ）｝ ~~ ス Jレト化膿性ノ肉芽蘭デモ一定ノ方法アm フルト表皮ノ新生テ来シ共ノ肉芽面
へ／楠皮ノ目的テ達スノレ事ガ出来Jレ詩デアリ 7 ス。一定ノ ：方法トハドノ松ナ方法デアリ
7 スカ？」
身往生 「……・・」











第 四 岡 T＝盟主皮脂腺ノーは
細胞
I=S及ピTヨり新生シ最初先ヅ舟唄扶＝肉芽厄ヲ痕ヒタ Jレ表皮IJ、後日互＝及ピIトモ癒合シ創酉治ス。
臨 床 ;-.:J5 
面テ被覆ス Jレカラデアリ 7 ス。」
教皮「共鹿デス I 此ノ有様テ闘ニ示ストラ；ノ fliニナリ 7 ス」。 （第4闘）
此ノ闘ノ中デTャSハ肉芽ノ深部ニ在Jレ皮脂膿ャ汗腺ノ上皮細胞デアリ 7 ス。 Iハソレ
ガ新生シテ表居ニ達シ肉芽テ覆フニ至ツタモノデアリ 7 ス。？タ Iハ周固ノ健康表皮カ
ラ：新生シタしエピアJレ寸アアリ 7 ス I,I ハ肉芽ノ化膿ニ打チ勝チ旺盛ニ培殖新生シテ終
＝ハ相互ニ癒合シ、カクシテ大ナル創面モ治癒スル諜デアリ？ス。此ノ桟ナヨ欠第デアリ
マスカラ、普通アJレガ如キ一定度ノ肉芽面ノ化膿ハ必ズシモ忌避スル・ニ足リ 7 セン。幼
弱ナ」エピテル7細胞ハ兎疫テ獲得シテ新生ス Jレノデアリ 7 ス。グア リ7 スカラー定ノ方
法テ用ブ Jレト肉芽面（創面）ガ化膿シテ居ツアモソレニハ御カ 7 ヒナシニ植皮ノ目的テ達
スJレコトカ検出来ルノデアリ 7 ス。一定ノ方法ト申スノハドノ様ナ；ケ法デアリ 7 スカ？」
墜生「...・ H ・._J 
教授「少々考へテ此鹿テソ J方法テ案出ス Jレコトガ出来7 センカ？」
拳生「....・H ・－」
教授「コノ闘デヨク御覧下サイ。肉芽ノ深部ニ残害シテ居ツタ Lエピテ Ji.-－， 細胞ガ肉芽表
面ノ化膿アJレーモ拘ラズ、自ラ売疫担I：テ得テ化股ニ打チ勝チ化膿肉芽ノ表面へ進出シテ
細菌テ押シノタア自分自身上曾殖新生シヒエピテJレ寸細胞ノ個有ノ性質デアJレ所ノ新生ニヨ
JI.覆葦作用テ稜揮スJレノデアリマス。ソレデアリ 7 スカラ此ノ 事質ニ立脚シ夏ニ一歩準
メテ一種ノ植皮法テ考案スJレコトガ出来 7 センカ？」
事生「・・・・….._1 
教授「ソレハ斯クスルノプアリ 7 ス。此ノ圃テ T,S ハ元来此部ニ存在シテ ｝，•；ツタ ＠n チ 二I:




















教授「コレテパプラウン氏ノ表皮栓値術（Epithelpfropfungnach W. Braun）ト申シ 7 ス。
併シ W.Braunハ前ニ吊ゲ 7 シタアノ i制ニ示シタ様ナ類似（Analogie）ヤ、上ニ蓮ペタ校
ナ泊！由ャ志；義テ自費シテノ上デ此ノ方法ラ案出シタモノデアルカ、乃王ハ此ノ：方法ニ針シ
テ上ニ述ペタ様ナ意義テ附ナテ居ルカドクカハィ、明デアリ 7 ス。 J
教段「移植術ニハ例へパ自分自身ノ；右二t腿ノ表皮ア移値ス ｝~ ノテ・H ・H ・－－」


















臨 床 537 
（附記） 此ノ患者ニアハ此ノ増殖 Epithelハ栓植術後初日ニシテ全ク消失セリ」。







ピテ Jレ吋デ被ハレ凡コトテ企テタモノデアリ？ス。此ノ；様ナ植皮方法テ何ト申シ 7 スカ？」
畢生「？ンプールド氏ノ表皮細胞嬬種法（Epithelaussa礼tnach Mangoldt）ト巾シ 7 ス。」
教授「併シ此ノ知キ方法デ化膿シテ居ル、或ハ化膿ニ傾イテ居ル開放’性ノ肉芽面上へLエピ
テル1細胞テ墜リツクテモナカナカソレガ表皮覆蓋ノ目的テ達シ？セン。ソレデ此ノ如キ

























皮膚ノ会唐（員皮居テ含ム）テ移値スJレモノ ~ b) Krause氏法印チ
I. 植皮術
1a) Thiersch氏法
表皮I t移植スルモノ i防Mangoldt氏法
le) W. Braun氏法
¥ 無重鱒＊移植
I- Thiersch氏法デハ創面ガ新鮮ナ程結果ガ良ィ。化膿菌ガ附着シテ居ル筈ノ開放性外
傷創面テモ化膿前時期（periodepr・einftammatoire）ー之テ行ヒ創液ガ出ヌ厳ニ（換言
スレパ倉lj液ガ組織中へ入 JI-様ニ）スレパソレデ好成績テ得ル。
II. il面テ普通ノ消毒＝葉（昇京水、 LリバノーJレ－，7}<.）等デ洗樵シテモ植皮ノ結果テ害セ
ヌ。
IV.一定度（普通ノ開放創エ＊Jレガ如キ）化膿ノアル肉芽面ヘ デモ Thiersch氏法デ皮郷
テ貼リツクテ置イアモソレデモifi松スJレコトガアJレ（第6闘）
V. Thiersch氏皮鱒テ移値シタコノ部ハ開放性ニ空中ニ暴露シテ乾ク様ニシテ置ィテモ
ヨイ。（第6嗣）
無菌的乾燥しガーゼ寸テ限抵糊帯テ施シテ置ク方ガ夏ニヨ f。
併シ！之輔ノ表面テ食蝉＊デ漁潤サセテ置クコト（従来行ハレタコト）ハ却ツテヨク
ナイ。コレデハ却ツテ皮瞬ノ中ーア Jレ細菌ノ繁殖テ促スカラデア Jレ。
VI.相首ニ強4化膿ノアル肉芽面デモ Braun氏ノ；栓植術テ施セパ肉芽商テ表皮テ覆蓋
・セシム Jレコトノ目的テ建シ1'J.Jレ。
VII. a）植皮テ行ハントスル創商テ前以テ局所性ニ売疫シテ置クコト。
b）植皮鱒テ取ラントスルl!<.1守テ前以テ普通ノ化膿菌（葡勾ilk球菌）ニ針シ局所性ニ
発庇シテ置クコト及ピ
c）既ニ柑（皮シタ皮榔ニ向ツテ引絞キ免疫的鹿置テ静スツレコト（第21品！及ピ第3閥テ
見ヨ）ノ哨（Ifι術ニ於ア今後研究スベ、キ新シキ一項目デアル。 （終リ）
